
　教育実習生の方に、おすすめの本を紹介してもらいました！
米高図書館にあるので、気になった人は読んでみよう♪

高体連中

学校に来る人は

読書の時間があります。

本の準備をしよう。



瀬尾まいこ特集

✿祝✿本屋大賞1位！

『僕らのごはんは

明日で待ってる』

体育祭の競技をきっかけに付き合う

ことになった葉山と上村。

淡々とした関係の二人だが、

一つだけ信じられることは、

互いが互いを必要としていること。

でも人生は、いつも思わぬ方向に進んで…。

読んだあと、笑顔になれる、優しい恋の物語。

下町中華料理店の二人の息子は、

性格も見た目も正反対。離れてくらす兄弟が

再会をきっかけに人生を見つめ直していく。

一番大切なことは近すぎて見えない。

単純でバカでかっこわるいけどかっこいい

男子の姿を描いた、渾身の一作。

『戸村飯店青春１００連発』

『強運の持ち主』

元ＯＬの占い師、ルイーズ吉田は大忙し！

直観だろうと占い本通りだろうとかまわない。

でも、どんな相談事でも、人生にかかわる

一大事のように真剣に占わないといけない。

当たる当たらないじゃなく、

相手が納得する答えを出さないと。

「がんばって。きっといいことがあるわ」

『幸福な食卓』

「父さんは今日で父さんをやめようと思う」。

かなり壊れているけれど、

とてもやさしく繋がる

家族の姿を中心に描く。

『優しい音楽』

受けとめきれない現実。

止まってしまった時間―。

だけど少しだけ、がんばればいい。

きっとまた、スタートできる。

じんとしみわたる軽やかな希望に満ちたお話。

『卵の緒』

僕は捨て子だ。

母さんは卵の殻を見せて、僕を卵で産んだなんて言う。

それでも、母さんは誰よりも僕を愛してくれる。

「親子」の確かな絆を描く表題作と

家庭の事情から、二人きりで暮らすことになった異母姉弟。

初めて会う二人はぎくしゃくしていたが、やがて心を

触れ合わせていく「7'sblood」。

デビュー作の本作品で瀬尾まいこの原点を読むべし!

『天国はまだ遠く』 『図書館の神様』

誰も私を知らない遠い場所へ―

そして、そこで終わりにする。

…はずだったけど、たどり着いた山奥の民宿で、

自分の中の何かが変わった。

あなたの心にじんわりしみる長篇。

驚いたことに“私”は文芸部の顧問になった。

…「垣内君って、どうして文芸部なの？」

「文学が好きだからです」「まさか！」

…清く正しくまっすぐな青春を送ってきた“私”には、

思いがけないことばかり。不思議な出会いから、

傷ついた心を回復していく再生の物語。
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